
むらの人口 （平成 22 年 1 月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,309 人（+12）    男 : 4,558 人（+14）  女 : 4,751 人（-2）
 世帯数 : 3,234 世帯（+15）

広 報

Public Relations  MIYADA

夢
の
舞
台
へ 

１
2010
No.419

祝 

冬
季
五
輪
出
場
決
定
！ 

新
谷
志
保
美 

さ
ん



広報 MIyada 2広報 MIyada3

　

１
2010

広 報

Public Relations  MIYADA

年頭のご挨拶　…２

InformatIon　…４

くらしの情報　…６

みんなの健康 みんなの福祉　…８

topIcs むらの話題と出来事　…10

議会 12 月定例会　…12

環境問題 / ワインカレンダー　…14

公民館だより　…15

図書館だより　…17

ここってどんな場所　…18

祝 オリンピック出場決定 !

スピードスケート 500 ㍍  新谷志保美さん

No.419
CONTENTS

もくじ

今月の表紙

インタビューの数時間後、さっそく岡谷のリ

ンクで練習開始。細かな調整が続きました。

2広報 MIyada

　２月 12 日に開会する冬季五輪バンクー
バー大会に新谷志保美さん（中越区出身）
の出場が決定。表紙は１月２日、五輪出場
が決まり正月を中越の自宅で過ごしていた
新谷さんにインタビューをさせてもらった
時の写真です。「あきらめなければ夢は必
ずかなう」と話してくれた新谷さん。五輪
に向けて“挑戦”という文字を書いてくれ
ました。夢の舞台へ―。頑張れ！新谷さん！

　　※インタビューの様子は来月号、1/8 から放送の

　　　ケーブルテレビ 1 チャンネルでお届けします。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
規
模
の
経
済
活
動
が
低
迷
し
一
向
に

回
復
の
動
き
が
実
感
で
き
な
い
景
況
の
下
、
８
月
30
日

に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
、
国
政
の

政
権
交
代
が
あ
り
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
権
が
発
足

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に

は
新
し
い
年
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

思
え
ば
一
昨
年
に
続
い
て
昨
年
も
激
動
の
年
で
し

た
。
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
同
時
不
況
の
波
は
依
然
と
し

て
回
復
せ
ず
、
昨
年
の
後
半
に
お
け
る
中
近
東
の
ド
バ

イ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
円
高
・
株
安
・
デ
フ
レ
ス
パ
イ

ラ
ル
と
日
本
経
済
に
と
っ
て
正
に
大
変
な
事
態
と
な
っ
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今
年
は
寅
年
―
。
「
広
報

み
や
だ
」
の
紙
面
で
過
去
の

寅
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

年
頭
の
ご
挨
拶

し
ま
し
た
。
村
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
き
な
自
然
災

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

の
恐
れ
か
ら
、
村
民
運
動
会
な
ど
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
警
戒
レ
ベ
ル
に
達
し
た
も
の
の
年
末
に
か
け
て
や

や
落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
10
周
年
を
迎
え
た

愛
知
県
田
原
市
と
の
友
好
都
市
提
携
は
、
交
流
の
節
目

と
な
る
式
典
が
両
市
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
多
様
な
交
流
に
期
待
を
す
る
も
の
で
す
。

　

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
は
、
小

学
校
校
舎
の
工
事
が
完
了
し
、
中
学
校
の
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
な
う
と
と
も
に
、
特
別
教
室
棟
と
給

食
棟
に
つ
い
て
診
断
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
も
、
役
場
庁

舎
に
お
い
て
12
月
に
は
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宮
田
村
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
と
、
３
Ｒ
の
推
進
に
よ
る
資
源

化
と
減
量
化
を
家
庭
や
地
区
で
取
り
組
み
、
自
然
と
環

境
に
や
さ
し
い
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
は
、
長
野
県
内
に
お
い
て
１
月
に
長

野
市
と
信
州
新
町
並
び
に
中
条
村
が
、
３
月
に
は
松
本

市
と
波
田
町
の
合
併
に
よ
り
市
町
村
数
は
77
と
な
り
一

区
切
り
を
し
ま
す
。
自
立
を
選
択
し
た
当
村
に
お
い
て

は
、
今
後
真
価
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

私
も
７
月
に
は
２
期
目
の
村
政
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
こ
の
４
年
間
取
り
組
ん
だ
安
全
・
安
心
を
基
本
に
、

子
育
て
、
環
境
、
効
率
的
な
行
政
経
営
、
資
源
循
環
型

経
済
の
実
現
を
村
民
目
線
に
立
ち
、
取
り
組
み
ま
す
。

同
じ
情
報
を
共
有
し
て
村
民
参
画
を
推
進
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
決
意

新
た
に
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
魅
力
あ

る
み
や
だ
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
本
年
の
村
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
１
９
５
５
年
か
ら
続
い
て
き

た
自
民
党
の
一
党
支
配
が
崩
壊
し
て
民
主
党
を
中
心
と

し
た
連
立
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
世
界
を
表
す
一
字

が
「
新
」
で
あ
り
、
新
政
権
、
新
記
録
、
新
型
な
ど
新

を
連
想
し
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

「
新
」
に
つ
い
て
は
暗
い
世
相
を
吹
き
飛
ば
し
、
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
た
一
字
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
も
が
満
足
し
希
望
が
持
て
る

良
い
年
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
心
か
ら
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
村
議
会
で
あ
り
ま
す
が
、
２
年
目
に
入
っ
た

昨
年
は
、
更
に
現
場
に
出
向
い
て
、
関
係
者
の
方
と
の

懇
談
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
重

要
課
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
福
祉
に
つ
い
て

は
、
そ
の
関
係
者
の
方
と
３
回
の
懇
談
を
持
ち
ま
し
た
。

高
齢
者
介
護
、
障
が
い
を
持
た
れ
た
方
へ
の
福
祉
、
認

知
症
介
護
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
宮
田
村
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
連
絡
会
と
の
懇
談
で
は
、
宮
田
村
と
し
て
こ
れ
か
ら

何
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
議
会
と
し
て
の
役
割
は
重

要
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

宮
田
村
も
自
立
７
年
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は

不
況
の
影
響
に
よ
り
、
村
の
大
切
な
収
入
源
で
あ
る
税

収
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
議

会
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、
宮
田
村
の
将
来
の
た
め

の
施
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
代
表

と
し
て
議
会
の
役
割
は
更
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
議
論
を
深
め
、
皆

様
方
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
づ
く
り
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
提
言
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年 

平
成
22
年 

１月号

７月号

11 月号

●長野オリンピック
の年でした。１月号
の表紙は聖火ラン
ナーを務めた小中学
生。みんないくつに
なったかな？

●宮田駅が新しくなったのも
この年でした。●村民会館も
もう 12 歳になるんですね！

●
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

●
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

４月号

２月号

10 月号

●仲町商店街完成 ●ハレー彗星 ●宮田駅無人化●宮田中学校完成 ●完成間近！大原団地

「広報みやだ」が冊子
のスタイルで定期発行
になったのがこの s49
年５月号からでした。

５月号

２月号

７月号

寅
た
。
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る

で
し
ょ
う
か
。

●
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）
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平
成
21
年
11
月
30
日
、
村
民
会
館
に
て
第
１
回
宮
田
村
県
宝
旧
新
井
家
住
宅
等
保
存
活
用
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
利
用
者
が
少
な
く
、
傷
み
も
進
ん
で
き
た
本
陣
旧
新
井
家

住
宅
を
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
保
存
し
活
用
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
を
検
討
し
、
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
、
村
内
各
種
団
体
の
代
表
者
、
建
築
や
建
築
史
に
造
詣
の
深
い
有
識
者
、
本
陣
旧
新

井
家
住
宅
に
関
心
を
示
さ
れ
た
団
体
か
ら
の
推
薦
者
と
公
募
委
員
の
15
人
で
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
委
員
長
に
信
州
大
学
工
学

部
教
授
の
土
本
俊
和
さ
ん
、
副
委
員
長
に

宮
田
村
文
化
財
保
護
審
議
会
副
委
員
長
の

小
田
切
洸
さ
ん
を
選
出
し
た
あ
と
、
早
速

新
田
の
ふ
れ
あ
い
広
場
の
一
角
に
あ
る
本

陣
旧
新
井
家
住
宅
へ
移
動
し
、
委
員
の
一

人
で
あ
り
移
築
復
原
の
時
に
指
導
を
受
け

た
、
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
の
吉
澤
政

己
さ
ん
か
ら
建
物
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
周
辺
の
環
境
も
合
わ
せ
て
視

察
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
会
場
を
村
民
会
館
に
戻
し
、

現
地
を
見
て
の
印
象
や
委
員
会
の
進
め
方

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
１
月
12
日
に
開
催
さ
れ
る
第
２
回
委

員
会
で
は
、
村
内
に
ど
の
よ
う
な
文
化
財

が
あ
る
の
か
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
陣
旧

新
井
家
住
宅
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
本
陣
旧
新
井
家
住
宅

の
活
用
に
つ
い
て
、
村
内
企
業
か
ら
の
要

望
を
受
け
て
、
建
物
に
手
を
加
え
、
蕎
麦

を
中
心
と
し
た
食
事
を
建
物
内
で
調
理
し

て
提
供
す
る
『
宮
田
宿
本
陣
「
旧
新
井
家

住
宅
」
活
用
計
画
案
』
を
、
昨
年
の
６
月

12
日
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
を
設
置
す
る
に
あ
た

り
、
当
時
配
布
し
た
活
用
計
画
案
を
白
紙

と
し
、
そ
の
上
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
納

宮
田
村
県
宝
旧
新
井
家
住
宅
等
保
存
活
用
委
員
会
開
か
れ
る

新
た
な
計
画
策
定
に
向
け
て

本
陣
旧
新
井
家
住
宅

　

宮
田
宿
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
た
江

戸
時
代
の
建
物
で
、
今
か
ら
23
年
前

の
昭
和
62
年
に
現
在
地
へ
移
築
さ
れ

ま
し
た
。

　

解
体
の
際
の
調
査
を
も
と
に
、
創

建
当
時
の
姿
に
復
原
し
て
お
り
、
母

屋
は
18
世
紀
半
ば
を
く
だ
ら
な
い
時

期
の
、
座
敷
棟
は
19
世
紀
初
め
の
建

物
と
考
え
ら
れ
、
門
と
土
蔵
を
合
わ

せ
て
長
野
県
の
宝
「
県
宝
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
を
置
い
た
板
葺
き
の
大
き
な
屋

根
が
印
象
的
な
建
物
は
、
歴
史
的
建

造
物
を
観
て
い
た
だ
く
観
覧
施
設
と

し
て
有
料
で
公
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
利
用
者
は
減
り
続
け
、
折
角
の

宝
物
が
有
効
に
活
用
さ
れ
な
い
状
態

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
早
急
に
何
ら

か
の
手
立
て
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

得
い
た
だ
け
る
よ
う
な
新
た
な
計
画
を
策

定
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
陣
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
の
ご
意
見
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
☎
85 - 

２
３
１
４  

 fax 

85 - 

５
５
８
３

　

今
年
４
月
、
宮
田
村
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
入
所
施
設
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
の
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
、
身
近
な
市
町
村
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

原
則
と
し
て
、
そ
の
市
町
村
の
住
民
の
み
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

宮
田
村
で
初
め
て
と
な
る
入
所
施
設

の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
新

田
区
に
あ
る
「
介
護
老
人
保
健
施
設
プ

ラ
ム
の
里
」
（
運
営 

社
会
福
祉
法
人
し

な
の
さ
わ
や
か
福
祉
会
）
に
併
設
さ
れ

ま
す
。

■
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入

所
者
生
活
介
護
（
地
域
密
着
型
ミ
ニ
特

養
）　
20
床

　

要
介
護
者
が
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事

な

ど

の

介

護
、
相
談
及

び
援
助
、
社

会
生
活
上
の

便

宜

の

供

与
、
そ
の
他

の
生
活
上
の

世
話
、
機
能

訓
練
、
健
康

管
理
及
び
療

養
上
の
世
話

を
行
う
施
設
。

②
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

９
床

　

認
知
症
の
要
介
護
者
が
、
共
同
生

活
を
営
む
住
居
で
受
け
る
入
浴
、
排

泄
、
食
事
等
の
介
護
。
そ
の
他
の
日

常
生
活
上
の
世
話
及
び
機
能
訓
練
を

行
う
施
設
。

■
お
申
し
込
み
は

　

こ
の
施
設
が
で
き
る
こ
と
で
村
に

お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
や
、
そ
の
家

族
が
「
介
護
が
心
配
に
な
っ
た
時
」、

「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
」
に
自

宅
ま
た
は
村
内
で
、
多
く
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
・
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

入
所
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
所
申
込

書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
今

回
の
申
し
込
み
は
1
月
中
に
）。

　

ま
た
、
プ
ラ
ム
の
里
で
は
上
記
の

施
設
の
ほ
か
、
同
時
期
に
有
料
老
人

ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
予
定
で
す
（
21

床
・
介
護
計
画
に
基
づ
い
て
行
な
わ

れ
る
入
浴
・
排
泄
・
食
事
な
ど
の
介

護
や
機
能
訓
練
を
行
う
施
設
。
要
支

援
者
や
自
立
も
対
象
と
す
る
「
混
合

型
」
の
施
設
）。
入
所
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、
複
合
福
祉
施
設
プ
ラ
ム

の
里
（
☎
84 - 

１
３
１
１)

へ
お
問

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
住
民
福
祉
課 
保
健
福
祉
係
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
85 - 

４
１
２
８

地
域
密
着
型
介
護
老
人
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

４
月
に
開
設
し
ま
す

完成予想図

建設中の施設

 新型インフルエンザ  引き続きご注意を！

　インフルエンザの流行が引き続き心配されます。手洗い、うがいなど健康管理に気をつけ、感染拡大を防
ぐためかかった方はマスクの着用、外出の自粛をお願いします。

■新型インフルエンザワクチンの接種
小・中学生：学校を通じて申込をしていただいた集
団接種が 12 月末より始まっています。希望された
方は通知されている日程で接種を受けてください。
高校生・65 歳以上の方：１月中旬より接種できる
よう調整中です。
19 ～ 64 歳の方：優先接種者の接種状況により日程
が決まります。新聞などでご確認ください。

■生活保護世帯・村民税非課税世帯の方へ
　『新型インフルエンザワクチン』接種費用の助成
　予防接種費用の領収書などを添付して３月 31 日
までに下記へ申請書をご提出ください（季節性イン
フルエンザの予防接種は対象外となります）。

問老人福祉センター　☎８５－４１２８
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎ 85-2314

老人福祉センター
☎ 85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

1/ 8 ～  情報発信！チャンネルみやだ

1/15 ～  商工会だより

1/22 ～  ｔｖこまうすゆきそう１c h

1/29 ～  保健補導員の紹介

2/ 5 ～  消防団 新入団員募集！

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

今月の納税 など

国民健康保健税　第８期
村県民税　　　　第４期
後期高齢者医療保険料　第７期
　納期限・振替日２/ １（月）

水道料・下水道使用料
今月は… 町３, 北割 , 南割
　　　　　　　新田 , 大原

相談日
■心配ごと・行政相談
1/17（日）・2/21（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
1/13（水）・1/27（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

よろこび
城倉　美

み い

唯ちゃん　　　　南割

翔・美春さん

友野　丈
た け る

琉くん　　　　　町３

貴司・千絵さん

渡邉　藤
ふじまる

丸くん　　つつじが丘

健太・直子さん

林　亮
りょうすけ

介くん　　　　　　町１

智久・美鈴さん

かなしみ
加藤　泰久さん　　　　 72 歳

町３　和則さん・父

髙山　サトさん　　　 　88 歳

新田　勝行さん・母

保科　寛さん　　　　　 80 歳

南割　伸一さん・父

高山　ふさ子さん　　　 96 歳

町３　酒井照子さん・母

川手　すずゑさん　　　 91 歳

　　　　町２　博人さん・叔母

小田切　佳人さん　　　 85 歳

　町３　利文さん・父

中原　フミエさん　　　 93 歳

町３　正明さん・母

春日　清さん　　　　　 80 歳

町１　聡さん・父

くらしの情報 InformatIon

あなたの住宅は大丈夫？
耐震改修促進事業

　長野県では市町村と協力して

大規模地震に備えて住宅・建築

物耐震改修促進事業を実施して

います。昭和 56 年以前の建物

が対象で、木造戸建住宅への助

成内容は下記のとおりです。

■簡易耐震診断

　補助限度額　６千円／戸

　本人負担なし

■精密耐震診断

　補助限度額　36 千円／戸

　本人負担なし

■耐震補強

　補助限度額　120 万円／戸

　補助率　1/2 を補助

※くわしくはお問い合わせください

問産業建設課 建設林務係

　　　　　　☎８５－５８６３

平成 22 年の来入児
保育園説明会

■期日　２月 10 日（水）

■会場

　入園決定した保育園

　（１月下旬に入園決定通知書

　をお送りします）

■日程

　午前８時 45 分～

　　受付・親子面接

　午前 10 時 15 分～

　　入園説明会

　午前 11 時 15 分　終了予定

問教育委員会 こども室

　　　　　　☎８５－２３１４

『宮田村地域情報化計画
  策定委員会』委員を募集

　第２次宮田村地域情報化計画

の策定にあたり、広く村民のみ

なさまからのご意見を反映する

ため策定委員を公募します。

■募集人数　10 人程度

■応募資格

　宮田村在住で地域情報化に興

　味のある方

老人福祉センター
改修工事のお知らせ

　老人福祉センター２階の集会

運動指導室（大広間）の改修を

下記の間行います。

　ご利用されるみなさまにご不

便をおかけしますが、ご協力を

お願いします。

■工事期間

　２月８日（月）～ 26 日（金）

問老人福祉センター

　☎８５－４１２８

消火栓・防火水槽
周辺の雪かきにご協力を！

　消火栓や防火水槽が雪に埋も

れてしまわないよう、降雪時の

雪かきなどにご協力をお願いし

ます。

　また消火栓、防火水槽周辺は

道路交通法により駐車禁止と

なっています。

　火災発生時に消火活動に必要

な水をすぐに供給できるよう

に、みなさんのご協力をお願い

します。

問北消防署　☎８１－０１１９

昭和伊南総合病院から
土地売却のお知らせ

　下記の土地を受付け順により

売却します。

　随時受付けていますのでご検

討ください。

■売却土地

　駒ヶ根市赤穂 4204 番地 4

　（医師住宅跡地）

■土地面積　約 78 坪

■売却価格　599 万円

※くわしくはお問い合わせくだ

さい。

問昭和伊南総合病院

　　　　　　☎８２－２１２１

１  JANUARY
睦 月

平成 22 年の
区長さんを紹介します

　今年１年間、村政にご協力い

ただく区長さんを紹介します。

町 １ 区  友野　隆弘 さん

町 ２ 区  伊藤　宗海 さん

町 ３ 区  小林　　強 さん

北 割 区  北澤　正明 さん

南 割 区  村田　壽雄 さん

新 田 区  芦部　勝臣 さん

大田切区    清水　能忠 さん

大久保区    小田切法道 さん

中 越 区  橋倉　貞人 さん

つつじが丘区   山田　　勉 さん

大 原 区  川口　正武 さん

よろしくお願いします。

問総務課 総務係

☎８５－３１８１

募集 長野県シニア大学
地域いきいき実践塾

■シニア大学

・入学資格　概ね 60 歳以上の

　県内在住者

・学習期間　２年間（年間17日）

・学習内容　生きがいと健康づ

　くり、社会活動を積極的に行

　うための幅広い学習や実践。

■地域いきいき実践塾

・入学資格　概ね 50 歳以上の

　県内在住者

・学習期間　１年間（年間15日）

・学習内容　企画力、自己表現

　力、実践力などを養う講座。

■申し込み

　２月 26 日（金）までに下記

　もしくは宮田村老人福祉セン

　ターにある願書を提出。

※内容、手続きなどくわしくは

お問い合わせ下さい。

問伊那保健福祉事務所 福祉課

　　　　　　☎７６－６８１０

■委員会

　第１回目は２月８日（月）午

　後３時 30 分から。２回目以

　降は４月から７月まで月１回

　程度開催予定。

■応募方法

　１月 22 日（金）までに下記

までご連絡ください。なお募集

人員に達した場合は締切りとさ

せていただきます。

問総務課 企画情報係

　　　　　　☎８５－３１８１

法務局
会社・法人登記取扱庁の変更

　現在、伊那支局で行っている

商業、法人登記事務は５月 31

日より長野市にある長野地方法

務局法人登記部門での取扱いに

変更になります。

　なお、会社・法人の登記事項

証明書、印鑑証明書の交付は引

き続き伊那支局でもおこないま

す。

問長野地方法務局法人登記部門

　☎０２６－２３５－６６５１

もしもの時のために
家族が亡くなった時の手続きは

　ご家族の方がお亡くなりにな

られたとき、どのような手続き

が必要なのでしょうか。滅多に

あることではありませんのでつ

いつい慌ててしまいがちです。

そこで一般的な手順をご案内し

ます。

①隣組、親戚、お寺に相談しお

　葬式と火葬の日程や場所を決

　める。

②役場に電話をして火葬の予約

　をする（火葬は亡くなられて

　から 24 時間経過しないと行

　えません。また希望の日時に

　空きがない場合もありますの

　で希望される日時を 2 つ以

　上ご用意ください）。　

③予約が出来たら役場から電話

　でお伝えします（あわせて必

　要な持ち物などをご案内しま

　すので期日までに役場に来庁

　し手続きをしてください）。

※死亡届の記載ができていれば

手続きの所用時間は概ね 30 分

程度です。

問住民福祉課 住民生活係

　　　　　　☎８５－３１８３
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の
道
か
ら
引
き
返
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
自
分
次
第

　

「
血
糖
値
を
正
常
な
状
態
に
近
づ
け
、
維

持
す
る
こ
と
」
糖
尿
病
の
進
行
を
止
め
る
方

法
は
、
こ
れ
に
尽
き
る
と
い
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
暴
飲
暴
食
、
運
動
不
足
な
ど
の
日

康
福 祉
健

住民福祉課 保健福祉係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

　高齢者元気サロン
   1 月 19 日（火）9:30 ～
   1 月 26 日（火）9:30 ～
   2 月  9 日（火）9:30 ～
　高齢者転倒予防教室
   1 月 15 日（金）9:30 ～
  2 月  5 日（金）9:30 ～

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター

　1 月 28 日（木）９:45 ～　※心身の疲れを開放し癒しましょう

  認知症家族会　　　　　　　　　会場：老人福祉センター

  2 月  4 日（木）9:30 ～  ※認知症介護のことを語りましょう

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者閉じこもり予防教室

   1 月 20 日（水） 9:30 ～
   2 月 ３日（水） 9:30 ～
   2 月 10 日（水）9:30 ～

  介護相談日 　　会場：老人福祉センター

　1 月 18 日（月）9:30 ～ 12:00
   2 月  8 日（月）9:30 ～ 12:00

　

血
糖
値
が
高
め
と
言
わ
れ
た
ら
要
注
意
！

　

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
普
通
の

生
活
が
で
き
、
放
置
す
れ
ば
命
に
か
か
わ
る

病
気
、
糖
尿
病
。
血
糖
値
が
高
め
と
言
わ
れ

た
時
の
対
処
が
、
そ
の
先
の
生
活
を
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

「
高
め
か
な
？
」
は
境
界
型
。
糖
尿
病
へ

下平けやき診療所（内小）　駒：81-6303

秋城医院（内小）　　　駒：83-2805

花の道クリニック（内胃）　駒：81-8171

東伊那すこやかクリニック（内小）　駒：83-4024

北原医院（内）　　　   宮：85-2212

前澤病院（内外眼）　　駒：83-2151

まえやま内科胃腸科クリニック（内胃小）  駒：82-8614

高山内科クリニック（内循）　駒：82-6690

 1/10

 1/11

 1/17

 1/24

 1/31

 2/ 7

 2/11

 2/14

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  １/16 ～２/15

■母と子　相談・健診など

４ヶ月児育健診　1/20（水）午後 12:15

　　　　　　　　対象：H21 年９月生まれ

　　　　　　　　2/3（水）午後 12:15

　　　　　　　 対象：H21 年 10 月生まれ

７ヶ月育児相談　1/28（木）午後 1:15

　　　　　　　　対象：H21 年６月生まれ

10 ヶ月児健診　1/20（水）午後 12:30

　　　　　　対象：H21 年３・４月生まれ

１歳半健診　1/20（水）午後 1:30

　　　　　　　　対象：H20 年７月生まれ

　　　　　　2/3（水）午後 1:30

　　　　　　　　対象：H20 年８月生まれ

２歳児健診　1/29（金）午前 9:15

　　　　  対象：H19 年 10 ～ 12 月生まれ

相談日（母乳・子育て・離乳食・ママの部屋） 

　　   1/26（火）午前 9:00

         2/ 9（火）午前 9:00　※母乳相談なし

対象：どなたでも （母乳・子育ては要予約）

うぶごえ講座　1/19（火）午前 9:30

　　　　　　　2/15（月）午前 9:30

■予防接種

三種混合　2/9（火）午後 12:45  対象：該当児

bcG         2/9（火）午後 1:20  対象：該当児

■成人　相談・健診など

健康相談日 1/26（火）  2/9（火）  午前 9:00

※指定のあるものを除き、会場はすべて　  

　老人福祉センターです。

糖
尿
病   

血
糖
値
「
高
め
か
な
？
」
は
要
注
意
！

Health ＆Welfare
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常
生
活
の
悪
い
習
慣
を
見
直
し
、
肥
満
を
予

防
・
改
善
す
る
こ
と
で
、
血
糖
値
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
血
糖
値
の
検
査
は
毎
年
受
け
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
加
齢
と
と
も
に
膵
臓
の

働
き
や
糖
の
代
謝
が
低
下
す
る
か
ら
で
、
た

と
え
今
年
は
正
常
値
内
で
も
、
来
年
も
安
心

と
は
言
え
な
い
か
ら
で
す
。

放
置
と
油
断
は
命
と
り

　

せ
っ
か
く
早
く
か
ら
検
査
で
分
か
っ
て
い

て
も
、
放
置
し
て
悪
化
す
る
人
が
後
を
絶
た

な
い
糖
尿
病
。
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

医
師
の
治
療
と
生
活
改
善
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
。
恐
ろ
し
い
合
併
症
を
招
か
な
い
た
め

に
も
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
一
生
、
と
心

得
ま
し
ょ
う
。

　

し
め
縄
づ
く
り

　

12
月
3
日
（
木
）
さ
く
ら
の
デ
イ
ケ

ア
で
お
正
月
の
飾
り
、
し
め
縄
を
作
り

ま
し
た
。

　

毎
年
、
大
原
の
仁
科
智
広
さ
ん
が
、

き
れ
い
な
「
わ
ら
」
を
用
意
し
て
く
だ

さ
り
作
り
ま
す
。
毎
年
参
加
し
て
い
る

方
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
わ
ら
を
「
な
っ

て
」
形
を
作
り
ま
す
。
「
お
や
す
」
も

作
り
、
あ
と
は
飾
る
だ
け
、
皆
さ
ん
ス

テ
キ
な
飾
り
が
出
来
ま
し
た
。

　

 　
　

● 

お
知
ら
せ 

● 

　

ま
ゆ
玉
作
り

小
正
月
の
伝
統
行
事
、ま
ゆ
玉
を
作
り
ま
す
。

　

日
時　

1
月
18
日
（
月
）　
　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　

持
ち
物　

三
角
巾　

エ
プ
ロ
ン　

材
料
費

　

短
歌
あ
さ
が
お
の
会

　

日
時　

1
月
25
日
（
月
）　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

墨
と
あ
そ
ぼ
う

　

日
時　

1
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
3
時

　

よ
り
便
利
に
快
適
に
と
暮
ら
し
が
変
化
し
、
食
も
豊
か
に
な
っ
た
現

代
。
そ
ん
な
生
活
習
慣
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
急
増
し
た
の
が
糖
尿
病

で
す
。
糖
尿
病
は
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
全
身
に

様
々
な
合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。
糖
尿
病
の
知
識
を
深
め
、
今
日
か
ら

予
防
・
改
善
の
た
め
の
生
活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

書
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
墨
と
楽
し

く
遊
び
ま
す
。

　

長
～
い
巻
き
寿
し
を
作
り
ま
す

　

日
時　

2
月
1
日
（
月
）　
　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　

前
回
は
10
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
何
メ
ー
ト
ル
に
な
る
で

し
ょ
う
か
？
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

持
ち
物

　
　

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
・
材
料
費

　

感
謝
で
す
。

　

今
月
も
地
域
の
皆
様
か
ら
野
菜
、
お

茶
、
漬
物
、
お
や
つ
、
色
々
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

糖
尿
病
予
防
は
肥
満
の
予
防
と
改
善
か
ら

　

肥
満
に
な
る
と
、
脂
肪
細
胞
か
ら
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
を
低
下
さ
せ
る
物
質
が
分
泌
さ

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
肥
満
の
人
ほ
ど
糖
尿

病
の
発
症
率
が
高
く
な
り
、
正
常
の
人
の
５

倍
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
正
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
て
肥
満
を
予
防
・
改
善
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

  

肥
満
傾
向
を
改
善
す
る
ポ
イ
ン
ト

　

・
適
正
体
重
を
意
識

　
・
食
べ
過
ぎ
に
注
意

　
・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に

　
・
運
動
を
生
活
の
一
部
に

　
・
三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
、
間
食
と

　
　
夜
食
は
控
え
る

11
月
短
歌
あ
さ
が
お
の
会
よ
り

も
み
じ
葉
の
木
々
の
あ
い
だ
に
西
駒
の
雪
を
い
た
だ
く
勇
姿
見
が
え
る　

 

西
村
三
千
子

お
さ
が
り
の
長
ぐ
つ
は
き
て
幼
児
は
共
に
あ
そ
べ
と
わ
れ
の
手
を
取
る　

 

細
田　

悦
子

日
の
当
た
る
場
所
に
幽
け
く
鳴
く
ち
ち
ろ
秋
を
惜
し
む
か
命
愛
し
む
か　

 

牧
田　

孝
平

来
る
春
を
想
い
描
い
て
球
根
を
土
に
埋
め
込
み
皆
と
茶
を
飲
む　
　
　
　

 

赤
羽　

房
子

と
ん
ぼ
舞
う
を
病
室
の
窓
に
な
が
め
つ
つ
退
院
の
日
を
数
え
て
い
た
り　

 

酒
井　

保
美

六
年
の
月
日
を
重
ね
た
な
ご
み
家
の
談
話
コ
ー
ナ
ー
今
日
も
楽
し
く　

    

鈴
木　

幸
子

左縄でなってシデをつけて…
　いいしめ縄ができました！
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みんなの掛け声に合わせ年長さんが代表してぺっ

たんぺったんとお餅をつきました。（中央保育園）

餅
　　　　    保育園でお餅つき 12 月９日

つき もういくつ寝ると？

むらの話題と出来事

topics  むらの話題と出来事
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『第 44 回歳末慈善パーティー』（商工会青年部主催：平澤賢

司部長・北原貴明実行委員長）の売上げ金が村に寄附されま

した。「厳しい環境の中だったが多くの方の協力で予想以上

の金額を寄附することができた」と部長の平澤さん。「みな

さんの元気までいただいたようだ」と村長が受け取りました。

ありがとうございました。

若
　　　   慈善パーティー売上げ金寄附  12 月 11 日

いみなさんの元気を 村の力に

信州みやだワイン紫輝 2009 がこの日に解禁。

今年の紫輝は「ここ数年で一番！」という仕上がりになりま

した。みなさんももう味わいましたか？

紫
　　　　　　　　　  　　　 ワイン祭り  12 月６日

輝 2009 デビューしました！

▲会場の体育センター
には約 400 人が訪れ
出来立ての紫輝を味わ
いました。

祇園囃子で長年担当している
三味線は現在も生徒を教える
先生ですが、若い頃は鼓を
打っていたことも。「あかぎ
れの手から血を出しながら練
習しましたね…」

大
人
顔
負
け
の
素
晴
ら
し
い
感
性
を
持
っ

て
い
る
と
思
う
ね
。
伸
び
る
可
能
性
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
し
ろ
な
ん

に
し
ろ
高
い
目
標
を
持
っ
て
や
っ
て
い
け

ば
強
い
力
を
噴
き
出
し
て
く
る
。
だ
か
ら

我
々
大
人
が
そ
れ
な
り
の
引
き
上
げ
方
を

考
え
な
が
ら
大
き
く
育
て
て
い
く
こ
と
が

大
事
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
お
金
が
ど
う
こ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
み
ん
な
で
や
る
こ
と
が
大

事
。
や
っ
ぱ
り
「
子
ど
も
は
宝
」
で
す
よ
。

　
永
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
叙
勲
を
受
け
た
川
手
さ
ん
（
町
３
）。

祇
園
囃
子
保
存
会
の
会
長
を
昨
年
ま
で
約
40
年
間
務
め
て
い
た

り
、
公
民
館
の
講
座
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
農
業
を
し
た
り
と

今
で
も
そ
の
活
動
は
活
発
で
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
や
り
始
め
た
ら
徹
底
し
て
や
る
こ
と
が
信
念

で
し
た
ね
。
そ
れ
で
も
仲
間
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
今
ま
で

や
っ
て
こ
れ
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
百
姓
で
す
か
ら
ね
。
田
ん
ぼ
の
こ
と
な
ら
古
い
こ
と

も
い
ろ
い
ろ
わ
か
り
ま
す
よ
。
こ
の
あ
い
だ
も
小
学
生
が
耕
地
整

理
の
こ
と
を
聞
き
に
来
た
り
し
ま
し
た
。
公
民
館
の
講
座
や
祇
園

囃
子
で
子
ど
も
た
ち
と
も
よ
く
関
わ
る
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
は

や
っ
ぱ
り
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
よ

Interview
 
    川手 友幸 さん

夜を徹して自分たちが受け持つ地域を見回る消防団の年末夜

警。平穏なよい年が迎えられることを願って約１週間（町部は

１月末まで）、寒風の中での活動が続きました。

安
　　　　　　　    消防団年末夜警  12 月 25 日～ 31 日

全・安心な年の瀬を願って活動！

村議会議員を 16 年間（昭和 51 年～平成４年）、農業委員を 26

年間（昭和 38 年～平成２年）、それぞれの任期中には副議長、

農業委員会長などの要職を務められた川手友幸さんが、その功績

を称えられ旭日単光章を授章。村長から伝達された川手さんは「こ

れからも村発展のために微力ながら協力したい」とあいさつされ

ました。（ ▼関連記事 11 ㌻『人』にインタビュー掲載）

永
　　　　　　　      川手友幸さんに叙勲伝達  12 月 16 日

 年の功績を称え 旭日単光章を授章

伊那人権擁護委員協議会賞に選ばれた新井健悟君（中２）

と人権教育に功績のあった宮田中学校に、宮田村人権擁護

委員の辰野さん、橋倉さんから表彰状が手渡されました。

受け取った新井君は「ひとりひとりが良心を広げ人と関

わっていければ」と話しました。

み
　　　　   人権作文コンクール表彰　12 月 21 日

んなが住みやすい世の中に
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る
も
の
で
す
。

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

改
正

　

上
位
法
令
の
改
正
に
伴
い
「
救
急
業
務

協
力
者
」
の
規
定
条
項
が
変
更
に
な
っ
た

た
め
条
文
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

上
伊
那
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

　

ふ
る
さ
と
市
町
村
計
画
廃
止
に
伴
う
条

文
整
理
と
広
域
連
合
議
会
議
員
の
定
数
変

更
す
る
も
の
で
す
。

　
　

補
正
予
算

平
成
21
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
（
第
７

号
）

▽
補
正
額　
　

　

７
２
９
８
万
５
千
円

平
成
21
年
度
補
正
予
算
な
ど

7
議
案
を
可
決

12月定例会
平成 21 年 第 4 回議会

▽
補
正
後
の
額　

　

39
億
６
６
０
５
万
１
千
円

▽
主
な
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
等
の
減
額

と
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
等
廃
止
に

な
っ
た
事
業
の
減
額
や
国･

県
の
補
助
事

業
費
の
確
定
に
よ
り
変
更
の
あ
っ
た
も
の

及
び
、
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
村
長
選
挙
等

の
減
額
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築
、
道

路
建
設
に
よ
る
増
額
な
ど
必
要
な
事
業
等

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

平
成
21
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
第
３
号
）

▽
補
正
額　
　

　

２
４
９
万
８
千
円

▽
補
正
後
の
額　

　

７
億
４
１
６
９
万
７
千
円

▽
主
な
内
容

　

保
険
給
付
費
で
医
療
費
推
移
の
動
向
か

清
水
正
康
議
員

・
平
成
22
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

・
子
育
て
教
育
に
つ
い
て

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ
い
て

・
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

天
野
早
人
議
員

・
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

　

（
第
２
回
）

・
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
（
第
２

　

回
）

赤
羽　

正
議
員

・
平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

・
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
つ
い
て

・
最
近
の
西
山
山
麓
情
勢
下
に
お
け
る
村

　

の
対
応
に
つ
い
て

※
一
般
質
問
の
詳
細
と
村
の
答
弁
は
、
村

　

図
書
館
、
宮
田
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
会
議
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
第
４
回
議
会
定
例
会
は
、
12

月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
改
正
案
、
補
正
予

算
案
な
ど
村
長
提
出
６
議
案
と
、
意
見
書

の
議
員
提
出
１
議
案
の
計
７
議
案
が
提
案

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

条
例 

・ 

規
約

宮
田
村
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
の

一
部
改
正

　

福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
を
現
行
の
小

学
校
修
了
時
か
ら
中
学
校
修
了
時
と
改
め

宮
井　

訓
議
員

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
動
機
細
動
器
）

　

に
つ
い
て

・
村
の
教
育
に
つ
い
て

・
中
央
保
育
園
に
つ
い
て

小
田
切
敏
明
議
員

・
財
政
見
通
し
な
ど
来
年
度
予
算
編
成
に

　

つ
い
て

・
重
点
施
策
の
子
育
て
支
援
・
福
祉
充
実

　

に
つ
い
て

加
藤
恭
一
議
員

・
文
化
会
館
等
村
内
施
設
の
有
効
利
用
に

　

つ
い
て

・
第
３
者
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
に
つ
い

　

て
・
宮
田
村
の
課
題
と
宮
田
村
ら
し
さ
の
戦

　

略
的
活
用
に
つ
い
て

久
保
田
秀
男
議
員

・
緊
急
経
済
雇
用
対
策
の
今
後
の
取
組
み

　

と
仕
事
起
こ
し
、
確
保
に
関
す
る
件

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
推
進
と
強

　

化
に
つ
い
て

田
中
一
男
議
員

・
22
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

・
第
５
次
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
ア
ン

　

ケ
ー
ト
報
告
書
に
つ
い
て

春
日　

元
議
員

・
宮
田
村
総
合
計
画
に
つ
い
て

・
政
権
交
代
に
よ
る
村
へ
の
影
響
に
つ
い
て

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181 『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

ら
一
般
療
養
給
付
費
及
び
一
般
高
額
療
養

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成
21
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

▽
補
正
額　
　

　

11
万
８
千
円

▽
補
正
後
の
額　

　

６
億
２
２
２
９
万
円

▽
主
な
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
等
の
減
額
と

介
護
給
付
準
備
基
金
へ
の
積
立
に
伴
う
も

の
で
す
。

　
　

意
見
書

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
制
度
の
交
付

期
間
延
長
等
を
求
め
る
意
見
書

　

水
力
発
電
施
設
の
周
辺
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
目
的
と
す
る
水
力
交
付
金
の

期
間
延
長
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　

一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

牧
田
茂
成
議
員

・
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
基

　

本
方
針
と
課
題
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
の
基
本
理
念
と
今
後
の
方
向

　

次
世
代
育
成
支
援
計
画
に
つ
い
て
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大
原
の
分
館
行
事
の
一
年
間
を

紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
公
民
館
の
桜
の
木

の
下
で
お
花
見
を
し
、
盃
を
酌
み

交
わ
し
て
区
民
の
親
睦
を
は
か
り

ま
し
た
。
７
月
は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
で
す
。
高
齢
者
の
方
々

に
好
評
で
、
私
な
ど
歯
が
た
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。
８
月
に
は
、
子
供

達
の
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
、
公
民

館
を
開
放
し
ま
し
た
。
区
役
員
も

保
護
者
も
口
を
出
さ
ず
に
、
自
由

に
遊
ば
せ
る
と
い
う
事
で
、
障
子

や
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
こ
と
を
覚
悟

し
て
い
ま
し
た
が
、
取
り
越
し
苦

労
で
し
た
。
夜
に
は
、
全
区
民
に

開
放
し
て
卓
球
大
会
を
行
い
ま
し

た
。
区
民
の
皆
様
よ
り
、
役
員
の

方
が
熱
が
入
り
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
は
、
育
成
会

と
協
力
し
、
区
の
バ
ザ
ー
の
時
に

公
民
館
の
庭
で
「
流
し
ソ
ー
メ
ン
」

を
行
い
ま
し
た
。
子
供
達
に
と
っ

て
は
初
体
験
で
あ
り
、
ま
た
、
大

人
た
ち
に
は
懐
か
し
い
と
喜
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
恒

例
の
敬
老
会
を
開
催
し
、
44
名
の

方
が
出
席
し
て
下
さ
り
、
余
興
を

観
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
12
月
に
は
、
女
性
部
中
心

の
忘
年
会
、
そ
し
て
、
分
館
主
催

の
し
め
飾
り
作
り
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
次
回
＝
町
１
分
館
）

分館めぐり

（８）

　
落
ち
葉
し
て
落
ち
葉
重
ね
て
根
を
守
る
欅
大
樹
の
深
き
静
寂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
谷
　
悦
郎（
中
越
）

　
信
号
無
視
を
咎
め
る
者
は
た
れ
も
ゐ
ず
横
断
歩
道
を
落
ち
葉
か
け
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
井
い
ち
江（
町
三
）

　
大だ

い
ゆ
う
や
け

夕
焼
太
平
洋
に
溶
け
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
達（
北
割
）

　
獣
道
澤
に
続
き
て
紅
葉
ふ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
　
好
章（
北
割
）

　
柿
の
葉
の
落
ち
尽
し
た
り
庭
を
掃
く
　
　
　
　
　
　
小
田
切
藤
彦（
北
割
）

　
紅
葉
の
野
麦
哀
史
の
峠
越
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
甲
子
雄（
北
割
）

　
天
空
に
不
況
は
な
か
り
冬
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
若
山
　
芳
子
（
新
田
）

　
信
濃
路
に
幸
せ
運
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
新
井
い
さ
子
（
町
一
）

　
波
璃
戸
拭
く
百
景
写
す
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
浦
野

　
和
子
（
南
割
）

大
原
分
館

分
館
長  

吉
澤 

徹
郎

▲平澤さんの説明を聞きながら

　

12
月
９
日
、
本
年
度
最
後
と
な
る

分
館
長
・
主
事
・
体
育
部
長
合
同
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延

を
回
避
す
る
た
め
に
、
村
を
挙
げ
て

の
行
事
で
あ
る
運
動
会
と
文
化
祭
が

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
各
行
事
を
滞
り
な
く
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務
局
か

ら
の
経
過
報
告
に
続
い
て
協
議
に
入

り
、
春
季･

秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

反
省
や
次
年
度
へ
の
引
継
ぎ
事
項
を

確
認
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
分
館
で
今
年
度
発
行
さ

れ
て
き
た
「
分
館
報
」
を
持
ち
寄
り
、

会
議
場
へ
展
示
し
て
、
お
互
い
に
見

合
い
ま
し
た
。
こ
の
分
館
報
に
は
、

分
館
で
の
活
動
に
つ
い
て
細
か
く
記

さ
れ
て
お
り
、
地
区
に
根
付
い
た
諸

行
事
の
更
な
る
発
展
に
役
立
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
中
に

は
、
す
で
に
68
号
と
い
う
歴
史
を
積

み
重
ね
て
い
る
分
館
報
も
あ
り
、
出

席
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

編
集
・
発
行
に
関
わ
る
役
員
の
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、
村
民

会
館
ロ
ビ
ー
に
も
年
内
展
示
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、「
自
分
の
手
で
作
っ

た
し
め
飾
り
を
飾
っ
て
新
し
い
年
を

迎
え
よ
う
」
と
、
し
め
縄
づ
く
り
講

座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
平

澤
善
栄
さ
ん
（
新
田
）
を
お
願
い
し
、

20
人
ほ
ど
の
受
講
者
が
、
棒
〆
や
輪

〆
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
平
澤
さ
ん
か

ら
し
め
縄
の
基
本
的
な
作
り
方
を
学

ん
だ
後
、
そ
れ
ぞ
れ
ワ
ラ
を
手
に
し

て
綯
い
始
め
ま
し
た
。
初
め
て
の
方

は
も
と
よ
り
、
昨
年
に
続
い
て
参
加

さ
れ
た
方
た
ち
も
、
ワ
ラ
を
太
く
ま

と
め
て
綯
う
こ
と
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
お
互
い
に
教
え
あ
い
、
新
し

い
寅
年
の
無
病
息
災
、
家
内
安
全
を

願
っ
て
、
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の

し
め
縄
を
編
み
上
げ
ま
し
た
。

新
し
い
年
に
願
い
を
込
め
て

　
　
　
　 

し
め
縄
づ
く
り
講
座

ワインカレンダー Vol. 26

信州みやだワイン

 ワイン祭り

　冬は暖房の使用などにより、エネルギー消費が増える季節です。限りある資源を大切に使

い地球温暖化を防ぐためには、家庭や学校、職場での省エネへの取り組みがより一層重要に

なります。もう一枚重ね着して暖房温度設定を 20℃としたり、車の運転時はエコドライブ

を心がけるなど、地球にやさしい省エネ型のライフスタイルを実践しましょう。

⑱ 冬の省エネキャンペーン実施中【11 月～３月】

ecology

シリーズ 環境問題

歴代の紫輝がズラリと並びました

チェック欄 省 エ ネ 項 目 年間節約金額

yes □  エアコン（暖房）の温度設定を 21℃から 20℃に 1,170 円

yes □  ガスファンヒーターの温度設定を 21℃から 20℃に 1,260 円

yes □  石油ファンヒーターの温度設定を 21℃から 20℃に 1,080 円

yes □  エアコン（暖房）の使用を１日１時間短縮 900 円

yes □  ガスファンヒーターの使用を１日１時間短縮 2,050 円

yes □  石油ファンヒーターの使用を１日１時間短縮 1,780 円

yes □  こたつはこたつ布団と一緒に敷布団と上掛けを使用 710 円

yes □  車の運転はふんわりアクセル「e スタート」を心がける 13,290 円

yes □  車の運転は加減速の少ない運転をする 4,660 円

yes □  車の運転は早めのアクセルオフをする 2,880 円

yes □  車の運転はアイドリングをできるかぎりしない 2,760 円

yes □  電気製品は使わないときは主電源を切り、プラグを抜く 3,300 円

yes □  電気、ガス、石油機器を買う時は省エネタイプのものを選ぶ 8,700 円

参考文献：「家庭の省エネ大辞典 2009 年版」

問住民福祉課 住民生活係  ☎ 85-5861

　

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
ワ
イ

ン
祭
り
で
は
、
10
回
目
を
記
念

し
て
１
９
９
９
年
の
『
名
の
な

い
ワ
イ
ン
』

か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
紫
輝

の

ヴ

ィ

ン

テ
ー
ジ
を
特

別
に
展
示
し

ま
し
た
。

　

特
に
名
の

な
い
ワ
イ
ン

は
瓶
詰
本
数

が
３
１
２
本

と
希
少
で
、

み
な
さ
ん
が
珍
し
そ
う
に
眺
め

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

変
遷
を
見
て
今
回
は
じ
め
て
紫

輝
を
飲
む
方
や
、
歴
代
の
紫
輝

を
ご
自
宅
で
大
切
に
保
管
し
て

い
る
方
ま
で
、
こ
の
10
年
の
歴

史
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

宮
田
村
の
大
地
に
根
付
い
た

ヤ
マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
は
「
こ
れ

か
ら
次
の
10
年
」
を
目
指
し
て

歩
み
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

会
場
で
は
ほ
か
に
、
公
民
館

で
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
「
ワ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
の
活
動
を
ｐ
Ｒ

し
、
受
講
生
が
い
つ
も
学
ん
で

い
る
香
り
の
体
験
や
、
甘
味･

酸
味
・
塩
味
・
苦
味
な
ど
の
味

覚
テ
ス
ト
を
行
い
、
皆
さ
ん
が

真
剣
な
表
情
で
体
験
し
て
い
ま

し
た
。

  

21
年
度
の
活
動
を
振
り
返
る

　
　
　
　
分
館
長
・
主
事
・
体
育
部
長
合
同
会

▲最後の合同会議が行われました
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地
域
の
学
び
の
場

 

　
　
　   

憩
い
の
場

  

消
防
団
の
み
な
さ
ん

              

あ
り
が
と
う

　

ど
ん
な
こ
と
に
も
一
生
懸
命
と
り

組
ん
で
い
る
方
々
を
み
る
と
応
援
し

た
く
な
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
ま
し
て
村
民
の
た
め
に
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
に
は
。

　

宮
田
村
消
防
団
の
み
な
様
の
訓
練

の
様
子
を
み
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に

恵
ま
れ
て
、
春
季
、
秋
季
訓
練
、
出

初
式
、
ポ
ン
プ
操
法
、
ラ
ッ
パ
吹
奏

の
大
会
等
で
、
か
っ
こ
い
い
と
こ
ろ

を
拝
見
し
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

　

皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
災
害

等
に
備
え
て
、
村
民
の
安
心
、
安
全

の
た
め
の
訓
練
を
朝
に
晩
に
、
仕
事

を
し
な
が
ら
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

挨
拶
か
ら
は
じ
ま
る
社
会
生
活
で

の
基
本
的
な
も
の
が
、
団
員
の
方
々

と
話
を
し
て
い
る
と
、
消
防
団
で
の

経
験
で
更
に
人
間
味
を
増
し
て
魅
力

的
な
人
柄
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
安
心
、
安
全

の
た
め
に
日
夜
努
力
し
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
る
消
防
団
の
皆
様
や
ご
家
族

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
感
謝
い
た
し

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
仲
間
づ
く
り
も

出
来
る
消
防
団
に
多
く
の
若
者
に
参

加
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
も
微
力
な

が
ら
、
心
か
ら
応
援
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　

（
次
回
＝
鈴
木
位
枝
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（341）

本
沢
美
佐
子
（
大
原
）

　

４
月
よ
り
親
子
体
験
教
室
と
し
て

活
動
し
て
き
た
「
オ
ケ
ラ
と
か
か
し

と
麦
わ
ら
ぼ
う
し
」
で
は
、
一
年
間

の
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を

招
き
、
自
ら
収
穫
し
た
お
米
や
野
菜

を
使
っ
て
収
穫
祭
を
開
き
ま
し
た
。

　

宮
田
村
図
書
館
は
公
共
図
書
館
と

し
て
住
民
の
皆
様
の
学
習
を
助
け
、

地
域
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
よ
り

い
っ
そ
う
機
能
出
来
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

宮田村図書館 ☎ 85-2314（村民会館内）

　

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
、
子
供

達
の
音
読
、
講
師
に
よ
る
「
読
み
聞

か
せ
」、
ゲ
ー
ム
、
手
遊
び
を
加
え

た
楽
し
い
講
座
で
す
。
現
在
は
小
学

生
だ
け
で
す
が
、
子
供
達
の
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て

い
る
こ
の
講
座
が
、
子
供
た
ち
と
本

と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
将
来
何
か

の
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
魔ま

ほ
う
つ
か

法
使
い
ク
ラ
ブ(

青あ
お
や
ま山　

七な

な

え恵)

○
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー(

飛あ

す

か

い

鳥
井
千ち

さ砂)

○
旧き

ゅ
う
ゆ
う

友
は
春は

る

に
帰か

え

る　

(

東あ
ず
ま

　

直な

お

み己)

○
下げ

て

ん天
を
謀は

か

る 

上･

下
巻

　
　
　
　
　
　
　
　

(

安あ

べ部
龍り

ゅ
う
た
ろ
う

太
郎)

○
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
猿さ

る　
　

(

伊い

さ

か坂
幸こ

う
た
ろ
う

太
郎)

○
月げ

っ
し
ょ
く

食
の
日ひ　
　
　

(

木き

む

ら村　

紅く

み美)

○
静し

ず

と

に

っ

き

人
日
記　
　
　

(

天て
ん
ど
う童　

荒あ

ら

た太)

○
月げ

っ
と
う
や

桃
夜　
　
　
　

(

遠と

お

だ田　

潤じ
ゅ
ん
こ子)

○
ロ
ス
ト･

ト
レ
イ
ン (

中な
か
む
ら村　

弦げ
ん)

○
敗は

い
し
ゃ
ふ
っ
か
つ

者
復
活　
　
　

(

藤ふ

じ

た田　

宜よ
し
な
が永)

○
人に

ん
ぎ
ょ
う

形
の
Ｂ
Ｗ
Ｈ　

(

丸ま

る

や谷　

才さ
い
い
ち一)

○
遥は

る

か
な
る
水み

ず

の
音お

と(

村む
ら
や
ま山　

由ゆ

か佳)

○
す
き･

や
き　
　
　

(

楊や
ん　

　

逸い
ー)

●
児
童
書

○
雪ゆ

き

の
結

け
っ
し
ょ
う

晶
ノ
ー
ト　

○
や
め
て

○
で
あ
え
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た

○
と
べ
！
ひ
こ
う
き
か
ぜ
に
の
っ
て

○
ち
か
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

○
ブ
ル
ン
デ
ィ
バ
ー
ル　
　
　
　

他

 

一
月
の
本
棚

　

絵
本
が
好
き
な
娘
に
「
そ
ろ
そ
ろ

図
書
館
へ
行
こ
う
よ
！
」
と
催
促
さ

れ
て
行
く
事
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
家

事
や
仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
の
中
、

た
ま
の
休
み
に
な
ぜ
か
図
書
館
で
一

人
ゆ
っ
く
り
本
を
読
み
た
く
な
る
時

が
あ
る
。
家
で
過
ご
す
の
で
な
く
、

平
日
の
昼
間
の
静
か
な
図
書
館
で
時

間
を
気
に
す
る
事
な
く
ゆ
っ
く
り
本

と
向
き
合
え
る
時
間
は
、
と
て
も
贅

沢
に
感
じ
る
。
目
新
し
い
雑
誌
も
い

い
け
れ
ど
、
お
気
に
入
り
の
本
は
時

が
経
て
ば
ま
た
読
み
た
く
な
り
、
図

書
館
で
出
会
う
事
が
で
き
る
。
こ
れ

か
ら
も
図
書
館
と
の
付
合
い
を
大
切

に
し
た
い
。

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
1
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

23
日(

土)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
2
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

10
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

　

図
書
館
休
館
日

   

1
／ 

12 

( 火 )
・ 

18  

( 月 ) 

・ 

25 

( 月 ) 

   

２
／
1 

( 月 )  

～  

8 

( 月 )

　
　
　

(

蔵
書
点
検
期
間)

 

   

2
／
12 

( 金 )
・ 

15  

( 月 ) 

・ 

22  

( 月 )

　

ま
た
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め

の
体
験
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
講
座

で
は
、
神
様
に
供
え
る
「
オ
ヤ
ス
」

  

学
校
週
５
日
制
対
応
講
座
（
５
）

      

楽

し

い

音

読

▲サンタさんが来るといいなァ

 

オ
ア
シ
ス

 

～ 

私
に
と
っ
て
の
図
書
館 

～

宮
澤
弥
生
（
町
３
区
）

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
の
「
ち
ゃ
い
る

ず
」、「
ち
び
ー
ず
」
で
は
、
合
同
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
、
手
を
つ
な
い
で

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
賑
や
か
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

初
心
者
を
対
象
に
、
今
年
初
め
て

始
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
講
座
も

村
民
会
館
で
ミ
ニ
写
真
展
を
開
催
。

今
回
は
伊
那
市
県
文
の
山
岳
写
真
展

で
約
80
点
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
光
や

構
図
な
ど
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
の
学
級
会
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
の
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見

た
り
、
赤
い
画
用
紙
で
長
靴
を
作
っ

た
り
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

▲お母さんと一緒に楽しいナ▲展示作品から学び合う会員

▲声をはっきり出してネ

 
収
穫
祭
・
オ
ヤ
ス
・
年
越
し
ソ
バ

オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と
麦
わ
ら
ぼ
う
し

  

手
を
つ
な
ぎ
心
を
つ
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

  

豊
か
な
作
品
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ジ
カ
メ
教
室

　

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」「
天
空
の
城

ラ
ピ
ュ
タ
」「
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
」

「
ゲ
ド
戦
記
」「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」「
耳

を
す
ま
せ
ば
」「
も
の
の
け
姫
」
他

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
は
所
蔵
数
が
少
な

い
た
め
し
ば
ら
く
の
間
、
一
部
館
内

視
聴
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

   

新
着
視
聴
覚
資
料

　   

（
ｄ
ｖ
ｄ
ソ
フ
ト
）
紹
介

みんなでツリーを作りました。

～ ひよこのひろば (12 月）より ～

作
り
と
「
年
越
し
ソ
バ
」
作
り
を
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
公
民
館
長
か

ら
オ
ヤ
ス
作
り
を
学
ん
だ
り
、
文
化

財
主
任
の
小
池
孝
さ
ん
か
ら
古
来
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
年
越
し
ソ
バ
に

つ
い
て
の
お
話
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
今
年
収
穫
し
た
ソ
バ
粉
で
年
越

し
ソ
バ
を
作
り
、
試
食
し
ま
し
た
。

  

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
学
級

☆
ス
キ
ー
教
室

１
月
30
日
（
土
）

　

伊
那
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　

費
用　

小
学
生
１
７
０
０
円
・
中

学
生
３
５
０
０
円
・
大
人
４
０
０
０

円
（
リ
フ
ト
、
昼
食
代
、
保
険
料
）

用
具
等
別
途
負
担　

村
在
住
在
勤
者

で
小
学
３
年
生
以
上

申
込 

公
民
館　

（
85
ー
２
３
１
４
）

☆
梅
の
剪
定
講
座

　

２
月
13
日
（
土
）
８
時
30
分 

　

村
民
会
館
前
、
剪
定
ハ
サ
ミ
持
参

☆
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
教
室

　

１
月
18
日
、
２
月
１
・
15
日

☆
分
館
事
業

　

人
権
学
習
会
（
南
割
）
２
月
10
日

特別ご宿泊優待券・サービス割引券
切り取って またはそのままお持ちください
 特別日帰りご宴会サービス割引券 （この上の券）

 特別ご宿泊優待券 （裏表紙に付いている券）
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双体像の道祖神。
集落の入り口に祀
られ境を守る。

　

集
落
の
入
り
口
で
外
か
ら
の
災
い
を
追
い
払
い
、

村
を
守
る
道
祖
神
は
、
道ど

う
ろ
く
じ
ん

陸
神
・
塞さ

い

の
神
な
ど
と
も

呼
ば
れ
全
国
各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

写
真
は
北
割
長
坂
沢
橋
の
辻
の
石
造
物
群
。
そ
の

中
央
に
も
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
道
祖
神
と
同
じ
よ
う
に
男
女
二
人
が
並
ん
で

刻
ま
れ
た
双
体
像
の
道
祖
神
で
す
。
村
内
に
は
全
部

で
23
の
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
像
で

は
な
く
『
道
祖
神
』
や
『
道
陸
神
』
と
文
字
が
刻
ま

れ
た
も
の
な
ど
も
12
あ
り
ま
す
。
こ
の
北
割
の
道
祖

神
は
風
化
し
て
銘
文
を
読
み
取
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

道
祖
神
は
小
正
月
の
厄
落
と
し
に
も
活
躍
を
し
ま

す
。
１
月
14
日
の
夜
、
厄
年
の
人
は
自
分
が
今
ま
で

使
っ
て
い
た
茶
碗
に
、
歳
の
数
の
小
銭
と
大
根
を
刻

ん
だ
も
の
を
入
れ
、
道
祖
神
に
投
げ
つ
け
て
壊
す
こ

と
で
厄
を
落
と
し
ま
す
。
投
げ
つ
け
た
後
は
厄
が
つ

い
て
来
な
い
よ
う
に
振
り
返
ら
ず
に
帰
っ
て
来
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

  
『
道
祖
神
』
と

小
正
月
の
厄
落
と
し 
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